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ご自宅のブロック塀の点検を行いましょう ! !　詳しくは至建築課　

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

駆
除
方
法
▼

・
根
か
ら
引
き
抜
い
た
も
の
を
、
種
子
が

飛
ば
な
い
よ
う
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
２
～
３

日
天
日
に
さ
ら
し
て
枯
死
し
た
あ
と
、
処

分
す
る
。

・
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
可
能
で
す
。

　

在
来
の
野
草
を
守
る
た
め
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　　　　　　　　　

出
典
▼
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

市
立
図
書
館
川
田
谷
分
室
、
夏
休
み

開
館
の
お
知
ら
せ

　

次
の
期
間
、
川
田
谷
分
室
を
午
前
中
か

ら
開
館
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

期
間
▼
８
月
21
日
㈫
～
24
日
㈮
の
４
日

間
　

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分
　

詳
し
く
は
詩
市
立
図
書
館
☎
771
―
０
３

０
３

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
（
８
月
～
11
月
）

を
活
用
く
だ
さ
い

　

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
（
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
配
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

　

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）」
を
利
用
し
、
全
国
一
斉
に
情

報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
桶
川
市
で

は
、
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防
災
情
報

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
訓
練
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
訓
練
の
た
め
の
放
送
で
す
の
で
、
災
害

な
ど
と
間
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

と
き
▼
８
月
29
日
㈬
午
前
11
時

【
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試
験
放
送
】

　

市
内
75
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行

政
無
線
か
ら
、
一
斉
に
放
送
し
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３

　
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
」

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う
！

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
北
米
原
産
の
多

年
草
で
、
黄
色
で
コ
ス
モ
ス
に
似
た
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
し
か
し
、
繁
殖
力
が
と
て

も
強
く
、
一
度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草

の
生
育
場
所
を
奪
い
、
周
囲
の
環
境
を
一

変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平

成
18
年
に
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、

移
植
、
栽
培
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
▼

・
草
丈
30
～
70
㎝
、花
期
は
５
～
７
月
、花

は
直
径
５
～
７
㎝
の
頭
状
花

・
黄
色
で
コ
ス
モ
ス
に
似
た
花

・
花
び
ら
と
花
の
中
央
部
が
同
じ
色

・
コ
ス
モ
ス
と
開
花
時
期
が
異
な
る
（
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
５
～
７
月
ご
ろ
、
コ

ス
モ
ス
は
秋
）

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
原　

静
子　

様

　

箏　

１
面

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
へ
の

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
緑
化
に
対

す
る
善
意
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桶
川
花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会　

様

桶
川
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会　

様　

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
30
年
７
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に

１
名
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
と
埼
玉
県
知

事
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉
は
、
一
定
の

区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握
し

な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る
人

の
相
談
や
福
祉
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
関
係
諸
機

関
・
施
設
な
ど
へ
連
絡
・
調
整
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

担
当
地
区
▼
加
納
東
部

　

氏
名
▼
廿
楽　

勇

　

電
話
番
号
▼
728
―
０
３
５
２

　

詳
し
く
は
詩
社
会
福
祉
課

　

教
育
委
員
会
第
８
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

　

と
き
▼
８
月
23
日
㈭
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
401

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
９
月
26
日

㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　７月18日㈬から、新庁舎１階カフェスペースに「カフェ・ド・イ
ズミノ」がオープンしました。
　このカフェは障害者の方の就労の場、また市民の皆さんとの交流
をとおした障害理解の啓発の場とするため、桶川市地域自立支援協
議会での話し合いをもとに「社会福祉法人いずみの福祉会」が運営
を行うものです。
　カフェでは、コーヒー・紅茶やクッキーなどに加え、手づくり品
も販売を予定しておりますので、ご来庁の際はぜひお気軽にお立ち
寄りください。
オープン時間▶�毎週月～金曜日　10：�00～14：00
　　　　　　　（祝日、年始年末などは休業）
問合せ至�社会福祉法人いずみの福社会
　　　　障害福祉サービス事業所いずみのの家☎786－2213

「カフェ・ド・イズミノ」が
  オープンしました！

詳しくは至
障害福祉課

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会　2013.1　より一部改

　ブロック塀について、次の項目を点検し、ひとつ
でも不適合があれば危険なので改善しましょう。
　分からないことは専門家に相談しましょう。
＜自分でも点検できる項目＞
□１、塀の高さは地面から2.2ｍ以下か。
□�２、塀の厚さは10㎝以上か。（塀の高さが２ｍを
超え2.2ｍ以下の場合は15㎝以上か。）
□�３、塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さの1/5以
上突出した控え壁があるか。（塀の高さが1.2ｍを
超える場合）
□４、コンクリートの基礎があるか。
□�５、塀に傾きやひび割れなどがないか。
＜専門家に相談しましょう＞
□�６、塀の中に直径９㎜以上の鉄筋が縦横とも80㎝
間隔以下で配筋され、縦筋は壁頂部と基礎の横筋
に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。
⃝�基礎の根入れは、深さ30㎝以上あるか。（塀の高
さが1.2ｍを超える場合）

IZUMINONO・IE

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

7 2018. 8 62018. 8
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交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ
の

援
護
金
に
つ
い
て

　

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県
内

在
住
の
交
通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、
援
護

一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
な
ど
」
と
は
、
18
歳
以
下

の
人
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）

が
交
通
事
故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
事
故

が
対
象
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障

害
を
負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

　

給
付
対
象
者
▼
平
成
29
年
４
月
１
日
以

降
、
交
通
遺
児
な
ど
と
な
っ
た
県
内
在
住

の
18
歳
以
下
の
人

　

給
付
額（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）▼
10
万

円
（
１
回
の
み
）

　

給
付
時
期
▼
11
月
ま
た
は
平
成
31
年
５

月
　

申
請
書
類
▼
市
内
小
中
学
校
で
配
布
し

ま
す
。

　

提
出
期
限
▼

　

11
月
支
給
分
詩
８
月
31
日
㈮

　

平
成
31
年
５
月
支
給
分
詩
平
成
31
年
２

月
28
日
㈭

　

提
出
先
▼
み
ず
ほ
信
託
銀
行
㈱
浦
和
支

店
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６
―

18
☎
822
―
０
１
９
１
）
へ
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎
830

―
２
９
５
８

　　

地
ち

球
きゅう

にやさしい『桶
お け

川
が わ

市
し

のごみ』物
も の

語
がたり

4
～ごみに関

かん

するお話
はなし

を４コマでわかりやすく掲
けい

載
さい

します～
詳
くわ
しくは至リサイクル推

すい
進
しん
課
か
☎728－1902リサイクルのマークに注

ちゅうもく

目 ! !

分
ぶん

別
べつ

 マモル（主
しゅ

人
じん

公
こう

）
•桶川市在

ざい
住
じゅう

•べにばな小
しょう
学
がっ
校
こう
４年

ねん
生
せい

•�学校でごみ（住
す
みよいくらし）

について勉
べん
強
きょう
してから、ごみ

をへらすためにできることに
ついて考

かんが
えている。

物
もの

体
たい

 セツ
•桶川市在住
•マモルのおばあちゃん
•物

もの
をとても大切にする性

せい
格
かく

•「もったいない」が口
くち
ぐせ

3

4

1

2

おばあちゃん！お菓
か
子
し
の箱
はこ
を「燃

も

やせるごみ」で捨
す
てようと思

おも
った

んだけど、このマークってなに？

他
ほか
にも、いろんなマーク
があるのだけど、見

み
たこ

とあるかしら？？

　紙製の包装紙や紙袋等は、一見「燃やせるごみ」のように考
えがちですが、「紙製の容器と包装紙」の日に排出していただ
くことにより、資源として再利用することが可能になります。
　また、カップ麺の容器などは、商品によりプラスチック製
の物と紙製の物があります。（容器がプラスチック、ふたが紙
製という場合もあります。）
　これらのマークは、リサイクルを推奨するために表示され
ています。ごみを出す際には、リサイクルに関する表示の有
無などについて、再度確認をしていただき、ごみ処理の適正
化に協力をお願いします。
詳しくは至�リサイクル推進課（環境センター）

ごみを捨てる前に、リサイクルのマークの有無などについて再度確認をお願いします!!

　人間ドック・脳ドック検診費の補助を利用してください

　人間ドック・脳ドックの検診を受けた場合、検診費
の一部を次のとおり補助しています。
対　　象▶�国民健康保険に加入している30歳以上の

人および後期高齢者医療制度に加入し、保
険税・保険料の滞納のない人

補助金額▶�人間ドック・脳ドックいずれか一方の検診
費の７割（上限25,000円）を年度内１回
補助します。

補助方法▶�２種類あります。
①桶川市・北本市・伊奈町の指定医療機関で受ける場合
�　医療機関に予約後、検診前に保険証と印鑑を
持って、保険年金課で補助金受給者証の交付申請
をしてください。検診日に補助金受給者証を提出
することで、検診費から補助額差引後の支払額に
なります。

②その他の医療機関で受ける場合
�　検診後、保険証・印鑑・検診費の領収書・検診
結果・振込口座が分かるものを持って、保険年金
課で補助申請をしてください。

※��検診項目や検診費用は各医療機関で異なります
ので、直接医療機関へ問い合わせてください。

※��指定医療機関は市ホームページをご覧になるか、

　川田谷にある旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場は、昭和12年に設置された飛行学校施設で、建物は市
の有形文化財に指定されています。市では現在、この分教場の整備事業を実施しています。市は、本
整備事業に賛同いただける方々からの寄附金を受け付けており、平成30年６月30日現在の寄附件数
は193件、金額は11,108,691円となっています。
　前回の広報掲載（平成30年２月号）以降、寄附をいただいた方についてお知らせします（受付順）。
　多くの方々からご寄附をいただきましてありがとうございました。今後もご理解、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。
　
⃝個人（受付順）�岩川　徹　様　　　中村　良子　様
� � 梶原　武　様　　　
� � その他、氏名公表不可　３名
　
⃝団体（受付順）�桶川市写真連盟　様
　
　※�同日現在で入金が確認でき、氏名（名称）公表可の場合のみ掲載しています。
　
　現在、建物の復原整備を実施中のため、現在は建物の公開を中断しています。

問い合わせてください。
※�今年度より、後期高齢者医療制度加入の方で、健
康診査を受診された方は補助の申請はできません
ので、注意してください。

　指定保養施設利用補助制度を利用してください

　埼玉県国民健康保険団体連合会が行っている保養
施設宿泊利用共同事業の指定を受けた保養施設（国内
の約300か所の旅館、ホテルなど）を利用する場合に
は、次の補助制度があります。
対　　象▶�桶川市国民健康保険および後期高齢者医

療制度にご加入の人で、保険税・保険料の
滞納のない人

補助金額▶�3,000円　※��年度内１人一泊を限度
利用方法▶�
①�はじめに、利用施設に補助利用券を使用する旨を
伝え、予約をしてください。

②�次に、利用日前に保険証と印鑑を持参のうえ、保
険年金課で利用券の申請をしてください。

　�　なお、保養施設一覧は、市ホームページ、およ
び保険年金課で閲覧できます。利用券は、旅行会
社のパック旅行などには使用できませんので注意
してください。

～国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入の皆様へ～
詳しくは至保険年金課　

旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場跡地整備管理基金への寄附
ありがとうございます

詳しくは至道の駅・飛行学校跡地整備課

よく気
き
づいたわね♥燃やせるごみ

では、もったいないわよ！このマー
クがあるものは、紙

かみ
製
せい

の容
よう

器
き

と包
ほう

装
そう

紙
し
（ごみ収

しゅう
集
しゅう

日
にっ
程
てい
表
ひょう
の緑

みどり
色
いろ
の

日
ひ
）に出

だ
すこと

で、リサイクル
できるのよ。

探
さが
してみたら、いろんなマークが
見つかったよ！次

つぎ
からは、このマー

クを参
さん
考
こう
に分
ぶん
別
べつ
してみるね！！

識別表示と
桶川市での
分別

PETボトル
プラスチック製
容器包装紙

プラスチック

紙製容器包装
マークがついているものでも汚れがひどいもの
は「燃やせるごみ」として排出してください。

※左記のマークがついていな
いものでも、商品が入ってい
た紙製の容器や包装紙は該当
します。

紙製の容器と包装紙

飲料用アルミ缶 飲料用スチール缶

金属・ガラス・乾電池

段ボール紙パック

古着・新聞紙・雑誌
段ボール・紙パック

復原整備予定の兵舎棟外観パース

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

東
京
国
立
博
物
館
へ
出
展
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
に
お

い
て
特
別
展
「
縄
文
―
１
万
年
の
美
の
鼓

動
―
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時

代
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
が
一
堂
に
集
め

ら
れ
た
当
展
示
会
に
、
桶
川
市
か
ら
も
後

谷
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ミ
ミ
ズ
ク
土
偶
１

点
と
漆
塗
り
の
櫛
２
点
が
出
展
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
市
が
誇
る
重
要
文
化
財
と
全
国

各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
国
宝
・
重
要
文
化

財
と
の
美
の
共
演
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

⃝

特
別
展
「
縄
文
―
１
万
年
の
美
の
鼓
動

―
」

　

と
こ
ろ
▼
東
京
国
立
博
物
館　

平
成
館

※
月
曜
日
休
館
（
８
月
13
日
㈪
は
開
館
）

環
境
影
響
評
価
準
備
書
な
ど
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
あ
た
り
、
県

環
境
影
響
評
価
条
例
第
12
条
お
よ
び
第
13

条
に
基
づ
き
、（
仮
称
）
埼
玉
中
部
資
源
循

環
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
環
境
影
響
評
価
準

備
書
な
ど
の
縦
覧
、
意
見
の
募
集
、
説
明

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

縦
覧
内
容
▼
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
な
ど

　

縦
覧
期
間
▼
８
月
21
日
㈫
～
９
月
21
日

㈮【縦
覧
場
所
お
よ
び
時
間
】

◯
環
境
課
、
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
、
環
境
セ

ン
タ
ー
⇨

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

◯
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
⇨

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時（
月
曜
を
除
く
）

※
９
月
17
日
㈪
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
、

翌
18
日
㈫
が
休
館

※
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送（
〒
355
―
０
１
９
２

比
企
郡
吉
見
町
大
字
下
細
谷
411
）、F
A
X

（
０
４
９
３
―
54
―
４
９
７
０
）
ま
た
は
直

接
、
吉
見
町
農
政
環
境
課
へ
。

　

意
見
の
提
出
期
間
▼
８
月
21
日
㈫
～
10

月
５
日
㈮
《
必
着
》

　

準
備
書
に
関
す
る
説
明
会
日
時
▼
９
月

　

と
き
▼
７
月
３
日
㈫
～
９
月
２
日
㈰

　

問
合
せ
詩
東
京
国
立
博
物
館
☎
03
―
５

７
７
７
―
８
６
０
０

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
全

国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週

間
を
定
め
、
通
常
の
受
付
時
間
を
延
長
し
、

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
相
談
を

専
用
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

と
き
▼
８
月
29
日
㈬
～
９
月
４
日
㈫
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
９
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時

　

相
談
電
話
番
号
▼
０
１
２
０
―
007
―
110

（
全
国
共
通
・
無
料
）

　

相
談
は
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権
擁
護
委
員
が

行
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

問
合
せ
詩
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
859
―
３
５
０
７

平
成
30
年
度
塙
保
己
一
賞
を

募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
障
害
が
あ
り
な
が
ら
も
不
屈

の
努
力
を
続
け
、
社
会
的
に
顕
著
な
活
躍

を
し
て
い
る
人
や
障
害
者
へ
の
支
援
等
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

５
日
㈬
午
後
２
時
か
ら

　

説
明
会
会
場
▼
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

　

問
合
せ
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
ま
た
は

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
☎
０
４
９
３
―

81
―
６
１
１
０

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験
を
行
い
ま
す

　

受
験
資
格
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

人②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
、

１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
人

④
①
～
③
に
準
ず
る
人

　

試
験
日
▼
11
月
25
日
㈰

　

試
験
会
場
▼
埼
玉
工
業
大
学（
深
谷
市
）

　

受
付
・
申
込
み
▼
郵
送
で
８
月
20
日
㈪

～
９
月
28
日
㈮
《
必
着
》

※
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

受
験
料
▼
１
万
円

※
受
験
案
内
は
８
月
20
日
㈪
か
ら
市
役
所

の
４
階
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
詩
下
水
道
課

　

対
象
▼
【
塙
保
己
一
大
賞
】

　

日
本
国
内
に
在
住
し
活
動
す
る
者
で
、

障
害
が
あ
り
な
が
ら
も
塙
保
己
一
の
よ
う

に
不
屈
の
精
神
力
に
よ
り
、
社
会
的
に
顕

著
な
活
躍
を
し
て
き
た
障
害
の
あ
る
個
人

【
塙
保
己
一
奨
励
賞
】

　

日
本
国
内
に
在
住
し
活
動
す
る
者
で
、

障
害
が
あ
り
な
が
ら
も
努
力
を
重
ね
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
社
会
的
な
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
45
歳
未
満
（
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
）
の
障
害
の
あ
る
個
人

【
塙
保
己
一
貢
献
賞
】

　

社
会
的
に
顕
著
な
障
害
者
支
援
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
た
者
ま
た
は
障
害
者
の
自

立
・
社
会
参
加
の
拡
大
に
つ
な
が
る
顕
著

な
発
明
・
機
器
開
発
な
ど
を
行
っ
た
者
で
、

日
本
国
内
に
在
住
し
活
動
す
る
個
人
ま
た

は
団
体
（
障
害
の
有
無
は
問
わ
な
い
）

　

応
募
方
法
▼
「
候
補
者
調
書
」
お
よ
び

「
推
薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
８

月
31
日
㈮
ま
で
《
郵
送
は
消
印
有
効
》
に

県
障
害
者
福
祉
推
進
課
「
塙
保
己
一
賞
」

係
（
〒
330
―
９
３
０
１　

さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
3
―
15
―
1
）
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
※
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
830
―
４
７
８

９
・
電
子
メ
ー
ル
可（E-m

ail:a3310-02@
pref.saitam

a.lg.jp

）　　
　

　

な
お
、
表
彰
式
は
12
月
に
行
う
予
定
で

す
。
受
賞
者
に
は
、
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
表
彰
対
象
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

行
為
が
あ
っ
た
と
き
は
、
表
彰
の
対
象
と

置
引
き
に
注
意
！
～
荷
物
は
必
ず

ロ
ッ
カ
ー
へ
、ロ
ッ
カ
ー
に
は
鍵
を
～

　

夏
休
み
期
間
中
、
プ
ー
ル
な
ど
に
出
か

け
た
と
き
は
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
な
ど
で
の

置
引
き
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
な
ど
に
は
で
き
る
だ
け

荷
物
を
持
ち
込
ま
ず
、
持
ち
込
ん
だ
も
の

は
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
貴
重
品
な
ど
は
、
必
ず
ロ
ッ
カ
ー
に
保

管
し
、鍵
を
か
け
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

・
鍵
は
腕
な
ど
に
つ
け
て
、
紛
失
し
な
い

よ
う
に
必
ず
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
詩
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０
第
１
回
い
じ
め
対
策
委
員
会
公
開
の

お
知
ら
せ

　

と
き
▼
８
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
「
候
補
者
調
書
」
お
よ
び
「
推
薦
書
」

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
県
障
害
者
福
祉
推
進
課
☎
830

―
３
３
０
９

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録
制

度
」
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
（
臨
時
登
録
）

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
130
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
付
は
臨
時
登
録
で
す

の
で
、
登
録
済
み
の
場
合
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
付
期
間
▼
９
月
３
日
㈪
～
10
日
㈪

（
土
・
日
を
除
く
）

　

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

　

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

　

有
効
期
間
▼
10
月
１
日
㈪
～
平
成
31
年

３
月
31
日
㈰

　

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
お

よ
び
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、
小
規
模
工

事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶
川
市
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
人
）

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
・
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
で
は
、
県
を
通
じ
て
労
働
力
調

査
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
雇
用
失
業
対
策
な
ど
の

企
画
・
立
案
を
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
統
計

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、調
査
の
趣
旨
・

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
回
答
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

問
合
せ
詩
企
画
調
整
課
ま
た
は
、
県
統

計
課
☎
830
―
２
３
１
４

今月の納期
市民税・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第２期】
納期限…８月31日
納付は期限内に！

ミミズク土偶

漆
塗
り
の
櫛

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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甲
種
防
火
管
理
再
講
習
を
開
催
し
ま
す

　

と
き
▼
９
月
28
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
５
分

　

と
こ
ろ
▼
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室
２
（
鴻
巣
市
袋
30
番
地
）

※
北
鴻
巣
駅
か
ら
徒
歩
20
分

※
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
施
設
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

対
象
▼
劇
場
・
集
会
所
・
店
舗
・
ホ
テ

ル
・
病
院
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
、
収
容
人
員
が
300
人
以
上
の
建

物
の
防
火
管
理
者
（
甲
種
防
火
管
理
講
習

を
修
了
し
た
者
に
限
る
）。
※
５
年
に
１
度

の
再
講
習
が
必
要
で
す
。

　

定
員
▼
50
人

　

費
用
▼
１
，
３
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

受
付
期
間
▼
８
月
27
日
㈪
～
９
月
７
日

㈮
　

申
込
み
▼

直
接
→
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
予

防
課
、
桶
川
消
防
署
ま
た
は
北
本
消
防
署

へ
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
→
「
防
火
管
理
再
講
習
申
込
み
」

と
記
載
し
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
埼
玉
県
央

広
域
消
防
本
部
予
防
課
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
048
―
597

―
３
７
１
６
）
へ
。
※
送
信
後
は
、
必
ず

電
話
で
受
講
番
号
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
他
▼
申
込
受
付
時
、
甲
種
防
火
管

理
講
習
修
了
証
を
確
認
し
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
込
み
の
人
は
、
修
了
証
も
一
緒
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

上
級
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
傷
病

者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送
法
、

筆
記
試
験
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を

交
付

　

と
き
▼
９
月
15
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
午
前
８
時
30
分
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
９
時
50
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署

（
北
本
市
宮
内
７
―
240
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
者
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
証
明

書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示

で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受

講
時
間
が
開
始
か
ら
１
時
間
免
除
さ
れ
ま

す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
８
月
15
日
㈬
か
ら

９
月
８
日
㈯
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

桶
川
消
防
署
（
北
１
―
25
―
23
、
☎
773
―

１
１
９
０
）
へ
。

平
成
30
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す
（
第
４
回
）

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

　

試
験
日
・
会
場
▼
10
月
7
日
㈰
・
芝
浦

工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
）

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
▼（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
埼
玉
県
支
部
試
験
係（
〒
330
―
０
０

６
２　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
２
―
13

―
８
ほ
ま
れ
会
館
２
階
）
へ
、
８
月
27
日

㈪
～
９
月
7
日
㈮
《
消
印
有
効
》
に
、
書

面
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
電
子
申
請

は
８
月
24
日
㈮
～
９
月
４
日
㈫
（
午
後
５

時
ま
で
）

　

願
書
配
布
・
問
合
せ
▼
埼
玉
県
央
広
域

消
防
本
部
予
防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

／
桶
川
消
防
署
管
理
指
導
課
☎
773
―

１
１
９
０
／
鴻
巣
消
防
署
管
理
指
導
課
☎

048
―
597
―
２
０
０
５
／
北
本
消
防
署
管
理

指
導
課
☎
048
―
592
―
５
０
０
５

※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

第
８
回
農
業
委
員
会
総
会
の
お
知
ら
せ

　

と
き
▼
８
月
24
日
㈮
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
市
役
所
会
議
室
304

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、傍

聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
９
月
21

日
㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
農
業
委
員
会
事
務
局

今月のおれんじカフェ 認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、入所
されている皆さんと体操や音楽レクリェーションを通して触れ合いませんか。認知症へ
の理解を深めていただくことにより、誰もが住み良い桶川市を目指しています。

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東1－36－3　☎729－1616 ８月８日㈬ 13：30～15：00 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日2－10－15　☎778－6603 ８月15日㈬ 13：30～15：00 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－2☎789－3130 ８月17日㈮  13：30～15：00 無料

ねむのき　川田谷5830－1☎787－0311 ８月５日㈰
９月２日㈰ 9：30～12：00 100円

花ノ木の郷　加納1824－1☎729－2222 ８月19日㈰ 10：00～11：30 無料
クイーンズビラ桶川　坂田845－1☎728－8887 ８月18日㈯  13：30～15：00 無料

※�事前の連絡は不要
です。直接お越し
ください。　

詳しくは至

高齢介護課

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
【地域包括支援センターの役割】	 詳しくは至高齢介護課

シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の暮らしを支える～�

　地域包括支援センターは、市が委託をしている高齢者の総合相談窓口です。現在、市内には４か所の
地域包括支援センターが設置されており、介護、福祉、保健、医療などの様々な相談に対応しています。
地域包括支援センターの職員は、主任ケアマネジャー、保健師、看護師、社会福祉士などの専門職で、
チームとなって高齢者の支援に取り組んでいます。
　また、地域包括支援センターは介護者の支援も行っており、各地域包括支援センター主催で「介護者
のつどい」や「認知症サポーター養成講座」を行っています。「介護者のつどい」は現在、ご家族などを
介護している人や介護経験のある人、介護について興味のある人がつどい、情報交換を行うとともに介
護者のリフレッシュの場として開催しています。認知症の人とその家族を支えることを目的とし、認知
症を正しく理解してもらえるよう「認知症サポーター養成講座」も行っています。
　地域包括支援センターでは、高齢者だけでなく、高齢者を支えている家族、地域住民の相談や支援も
行っています。また、介護予防教室の地域への出前講座も受け付けています。何かありましたら、お気
軽に地域包括支援センターへ連絡してください。

地域包括支援センター窓口連絡先一覧
センター名 担当地域 所在など

地域包括支援センター
ハートランド 東、西、南、北、寿、神明、国道西側の坂田、国道西側の加納 坂田1725

☎777-7055

地域包括支援センター
ルーエハイム 泉、下日出谷、下日出谷西、若宮、鴨川、朝日

若宮1-5-2
おけがわマイン４階
☎789-2121

地域包括支援センター
桶川市社会福祉協議会

末広、坂田東、篠津、五町台、舎人新田、小針領家、倉田、
赤堀、国道東側の坂田、国道東側の加納

末広2-8-8
☎728-2265

地域包括支援センター
ねむのき 上日出谷、川田谷 川田谷5830-1

☎783-5311

７月号P.13「認知症サポーター
養成講座」の記事に誤りがご
ざいました。お詫びして訂正
します。

誤：729－2121
正：789－2121 介護予防教室の様子

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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〝
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
皆
様
へ
〟

「
平
成
30
年
度
埼
玉
県
介
護
職
員
雇

用
推
進
事
業
等
」
参
加
者
募
集

　

介
護
の
仕
事
は
、
人
を
支
え
社
会
を
支

え
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
に
対
し
、
経
験
の
有
無
な
ど
に
応
じ
て
、

研
修
の
受
講
か
ら
県
内
介
護
事
業
所
へ
の

就
職
ま
で
を
幅
広
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
▼

①
介
護
職
員
雇
用
推
進
事
業

　

介
護
の
仕
事
の
経
験
が
な
い
人
に
対
し
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
か
ら
県
内

介
護
事
業
所
へ
の
就
職
ま
で
を
支
援
し
ま

す
。

②
介
護
の
仕
事
体
験
事
業

　

介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
非
正
規
雇

用
の
人
な
ど
に
対
し
、
介
護
の
仕
事
を
体

験
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

③
潜
在
介
護
職
員
復
職
支
援
事
業

　

結
婚
や
出
産
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
介

護
有
資
格
者
な
ど
（
潜
在
介
護
職
員
）
を

対
象
に
、
復
職
前
研
修
の
受
講
か
ら
県
内

介
護
事
業
所
へ
の
復
職
ま
で
を
支
援
し
ま

す
。

④
高
齢
者
等
介
護
職
就
労
支
援
事
業

　

介
護
の
仕
事
の
経
験
が
な
い
原
則
60
歳

以
上
の
人
（
介
護
未
経
験
高
齢
者
）
に
対

し
、
研
修
の
受
講
か
ら
県
内
介
護
事
業
所

へ
の
就
職
ま
で
を
支
援
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ
大
宮
支

店
（
受
託
事
業
者
）
☎
782
―
５
１
７
３

　

事
業
委
託
元
▼
埼
玉
県
（
高
齢
者
福
祉

課
）

「
通
い
の
場 

100
歳
体
操
」
実
施
団
体

を
募
集
し
ま
す
！

　

身
近
な
場
所
で
、
住
民
同
士
が
、
効
果

の
あ
る
介
護
予
防
体
操
（
100
歳
体
操
）
を

行
う
「
通
い
の
場
づ
く
り
」
を
希
望
す
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

し
た
い
」「
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い

う
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

　

内
容
▼

⃝

介
護
予
防
に
つ
い
て
（
100
歳
体
操
・
体

力
測
定
・
脳
ト
レ
な
ど
）
の
支
援
12
回

⃝

理
学
療
法
士
、
市
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
3
者
に
よ
る
団
体
指
導
者
の
支

援
、
通
い
の
場
運
営
の
支
援

　

条
件
▼

①
平
成
29
年
度
に
「
100
歳
体
操
養
成
講
座
」

を
受
講
ま
た
は
今
年
度「
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
、
指
導
者
と

し
て
活
動
で
き
る
人
が
い
る
団
体
で
あ
る
。

②
3
か
月
間
、
週
1
回
、
12
回
以
上
実
施

で
き
る

③
参
加
人
数
が
10
人
以
上
で
あ
る

④
実
施
場
所
（
集
会
所
・
公
会
堂
な
ど
）

が
確
保
で
き
る

⑤
見
学
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
る

　

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
、
高
齢
介

護
課
へ
。

※
申
込
団
体
多
数
の
場
合
、
開
始
時
期
の

希
望
に
そ
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

「脳げんき教室」のお知らせ

　脳は使えば使うほど活性化し、元気になることから、認
知症対策には予防が１番 ! ! と言われています。
　脳を元気にする体操や脳トレを楽しく♪♪体験してみ
ませんか？

と　き ９月26日㈬、10月３日㈬・10日㈬・17日㈬・24日㈬
時　間 午後２時～３時30分  ※受付：午後１時30分～２時
ところ 加納公民館（大会議室）
持ち物 飲み物、タオル、筆記用具

内　容▶�認知症予防のための体操・脳トレ・おくちの話
など

対　象▶65歳以上の市民
定　員▶40人【先着順】
申込み▶�８月22日㈬午前９時から、電話または直接、高

齢介護課へ。
※�多くの方に参加していただくために、１人につき、年
１回の受講とさせていただきます。
※運動ができる服装でお越しください。
※できるだけ全日程参加してください。

詳しくは至高齢介護課

毎回

「介護予防サポーター養成講座」のお知らせ
　身近な場所で、住民同士が、効果のある介護予防体操を行う「通いの場づくり」を推進しています。
　地域での「通いの場づくり」のサポーターになってみませんか？

と　き ９月27日㈭、10月４日㈭・11日㈭・18日㈭・25日㈭、11月１日㈭

時　間 午後１時30分～３時30分　※受付：午後１時～１時30分

ところ 川田谷公民館

持ち物 飲み物・タオル・筆記用具・運動できる上履き

内　容▶�介護予防について・100歳体操・体力測定・グループワーク・脳トレなど
　　　　�（100歳体操とは、住民主体の介護予防活動として開発され、介護予防効果が実証されている

おもりを使用した簡単な筋力向上を目的とした体操です。）
対　象▶�介護予防に関心があり、講座終了後、地域で積極的に介護予防体操などの活動ができる人
定　員▶�30人【先着順】※�申込多数の場合、同じ団体からの参加者は３人まで。
講　師▶�理学療法士など
申込み▶�８月７日㈫午前９時から、電話または直接、高齢介護課へ。
　　　　※�運動ができる服装でお越しください。
　　　　※�できるだけ全日程参加してください。
　　　　※�今後、サン・アリーナ会場でも開催予定です。（詳細は広報おけがわ12月号）

　９月21日は世界アルツハイマーデーです。それにちなみ、毎年９月は
「アルツハイマー月間」とし、全国各地で認知症に関するイベントが行われ
ています。
　市では、「認知症サポーターが具体的に活動するにあたって」と題した講座を行います。
と　き▶�9月18日㈫午後２時～３時30分（受付は午後１時30分から）
ところ▶�東公民館　大会議室
講　師▶�花俣ふみ代さん（認知症の人と家族の会埼玉支部代表）
内　容▶�DVD「認知症と向き合う」鑑賞、「おれんじカフェ」の紹介など
対　象▶�認知症サポーター養成講座受講済みの人
定　員▶�80人
申込み▶�9月10日㈪までに、高齢介護課へ。

介護者のつどい 　地域包括支援センター主催で介護に関する情報交換の場として、介護者の
つどいを開催します。

介
護
者
の
つ
ど
い
「
繭
の
会
」

とき ８月10日㈮　午前10時～11時30分
ところ ねむのき

内容

和やかな雰囲気の中でお茶を飲みながら、介
護の悩みや情報交換など、語り合いません
か？
定員は７人です。事前に電話で申し込みく
ださい。

問合せ
地域包括支援センター「ねむのき」
（川田谷5830-1）
☎783－5311

認知症サポーター
養成講座

　「認知症サポーター」とは、認知症とい
う病気を正しく理解し、認知症の人とそ
の家族が住み慣れた地域でいきいきと暮
らし続けることができるよう支える応援
者のことです。講座修了後には認知症サ
ポーターの証『オレンジリング』をお渡
しします。
と　き▶�8月17日㈮午前10時～11時30

分（午前９時30分受付開始）
ところ▶�ハートランド会議室�
定　員▶�20人
申込み▶�８月16日㈭までに、電話で地域

包括支援センター「ハートラン
ド」（☎777－7055）へ。

目指せ、Ｈ30年度
市内サポーター3,800人！
(�H30.６月現在2,910人)

詳しくは至高齢介護課

認知症サポーターフォローアップ講座
介
護
者
の
つ
ど
い
「
み
ち
く
さ
」

とき ８月17日㈮　午後１時30分～３時
ところ 介護老人保健施設ハートランド

内容

「ちょっとハートランドに立ち寄ってみませんか」
介護について興味のある人、困っている人、
知りたい人、介護を体験した人など、情報交
換をし、介護についての話の輪を広げていき
ましょう。皆様の参加をお待ちしています。
なお、飲み物は各自でご用意ください。

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」
（坂田1725）☎777－7055

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所
桶川市教育委員会

☎786-3211 （代表）
鯖786-0336
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銀
行
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
と

生
活
の
相
談
会
（
無
料
）

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務

と
生
活
問
題
の
個
別
相
談
会
や
、
相
談
者

と
同
じ
経
験
を
持
つ
相
談
員
と
の
面
談
を

実
施
し
ま
す
（
内
容
に
よ
っ
て
は
、
社
会

福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
）。

　

と
き
▼
8
月
19
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
朝
日
記
念
会
館
２
階
（
朝
日

１
―
６
―
15
）

　

主
催
▼
夜
明
け
の
会

　

申
込
み
▼
事
前
に
夜
明
け
の
会
（
774
―

２
８
６
２
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
夜
明
け
の
会
☎
774
―
２
８
６

２

●桶川市役所・教育委員会／☎７８６－３２１１（代表）　鯖７８６－0３３６
●社会福祉協議会／☎７２８－２２２１　鯖７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

◎法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

３日㈮・10日㈮・24日㈮・31
日㈮ 14：00～17：00、18日㈯ 
９：00～12：00
９月７日㈮・21日㈮・28日㈮ 
14：00～17：00
15日㈯ ９：00～12：00

市役所相談室

秘書広報課

◎司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

９日㈭　＊次回は９月13日㈭
13：00～16：00 市役所相談室

◎行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

１日㈬　＊次回は９月３日㈪
13：00～16：00 市役所相談室

不動産相談（予約制）宅地建物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約等についての
相談

22日㈬
13：00～16：00 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

18日㈯
９：00～12：00

市役所会議室301
電話でも可　☎786-3211

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

10日㈮　＊次回は９月14日㈮
10：00～12：00 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 市役所相談室

直通☎788-4901

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制）県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪・27日㈪ 

10：00～16：00 市役所相談室
人権・男女共同
参画課

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活のお困りごとについての相談

14日㈫
９：00～12：00 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

市役所３階
電話可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
直通☎777-7708 子ども未来課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15～16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通☎728-2369 社会福祉協議会

８月

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。※◎の相談について、一年度に1回のみ受けられます。

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成30年
5月末

平成29年
5月末

対前年
同月比

件　　数 120件 106件 14件

死　者　数 ０人 ０人 ０人

負傷者数 141人 132人 ９人

あわてるな　急ぐ心に　ブレーキを

土地・建物の登記
相続：売買：贈与：抵当権設定・抹消等の

〒363－0014　桶川市神明２－２－10
TEL048－775－4472（Faxも同じ）

登記手続き及び遺言書の作成手続等
まずは電話で相談を（無料）

熊井司法書士事務所
司法書士 熊井道明

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

開催日時 開催場所
８月21日㈫
午前９時～ 桶川市シルバー

人材センター会
議室
（北１-12-10）

９月19日㈬
午前９時～
10月16日㈫
午前９時～

会員募集 ～入会説明会のお知らせ～

公益社団法人 桶川市シルバー人材センター  TEL048-777-1920

　市内に住んでいる60歳
以上の仲間たちが「明る
く、楽しく、元気に、健
康で」働いています。
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